


新人療法士のみなさん新人研修プログラム zoom講義
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巡回相談

ZOOM講義（月
2回程度）

バイザー指導

各事業所毎の勉強

会

各事業所

人材開発室
社内学会
（3月）

Zoom講義予定☞
はこちら

新 人 育 成 の 場 づ く り

弊社アドバイザーのリハ医による助言
デイでのカンファ、リハ問診、訪問同行

オンライン講座など
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新人育成の体制
人材開発室
ブログ☞
こちら

人材開発室
HPページは☞

こちら

Webアクティブ学会

リハ医による講座

新人教育プログラムzoom講義
収録の様子

２年目からの訪問療法士
の仕事を目指して 巡回指導・助言
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人は教えることによって、

もっともよく学ぶ

セネカ（古代ローマの哲学者）



学びとは問いと出会い、

答えを見つけ出そうとする力※

※問いに対して考え続けることができる粘り強さ



Ｗhen one person teaches.
Two person learn.
"独りが教えると、両方学ぶ"

教える側が本気で学べば、教えられる側も学べる。

教える人が学ぶ姿勢を見せ続けることで一緒に変われる。

教える側が学び、ともに成長するという関係性へ。

"よき臨床から、よき教育と研究が生まれる"
"よき研究から、よき臨床や教育も生まれる"
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知識→訓練
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指導（業務・内省支援）の指導される側・する側の基本姿勢と心構え
指導される側のマインドセット
○学ぶ姿勢（コーチアビリティ）を高める 謙虚に・前向き・明るく
○しんどいけど鍛えられる、学ぶ事多い、勉強になる、色々聞いてみたい…
○助言・提案をありがたく頂戴する、受け入れる、活かす

指導する側のマインドセット
○お互いの“成長を実感・予感”できる機会・場とする
○「教えることは教わること」、「ダメ出しＮＯ!!」「お互いの気づきの機会をつくる」
○クリニカルクラークシップによる 《見学→口頭指導→模倣→フィードバック→実施》
「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」

○知識・スキルの提供を惜しまない

「気づきを与え、知識を補充し、訓練。
それを反復し、習慣化させ、

無意識のうちにできる。」

○その場で実技指導、評価視点等を提供する
○日頃の声かけ、コミュニケーションの積み重ね
○時にはチャレンジなＯＪＴに一緒に取り組む
○専門分野の興味関心を知り、
Ｏｆｆ-ＪＴ（研修会等）の情報提供を適時行う

学
び
の
４
段
階

指導（業務・内省支援）の基本的な方法
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アクティブの仕事
「らしく活きるを応援します」

訪問看護・リハ・デイの結果、成果

技術・知識

考え方
価値観

あり方
存在

看護・リハ・ケアマネジメント
評価力・技術・知識・対話
情報収集力・リスク管理等

ナラティブ・アプローチ（語り、物語ってもらう）
自分らしさ、大切にしていることを探索するきっかけ

クライアント・センタード・アプローチ（聴く力）
①共感 ②無条件の肯定・尊重 ③自己同一性

ポジティブ・アプローチ（実行・実践力）
可能性を見い出してまずやってみる、一緒になってチャレンジする

人間力
明るく元気、真剣さ、根気強さ、責任感、ユーモア、謙虚、内省等

ストレングス視点・エンパワメントアプローチ
自分らしさやあり方を見い出すこと、強みを活かし利用者様も自分らしくいられること、共に成長等
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アクティブコンピテンシー

「らしく生きる・活きるを応援する」を実践しつつ、
さらなる高い成果を上げる人の能力や思考・行動特性

アクティブコンピテンシー 定義
コンピテンシー
ディクショナリー

人間力 対象者の主体性を引き出し、能力
開発を図るために必要となる能力

自己・他者理解
傾聴、コミュ力、当事者性
粘り強さ、真剣さ、責任感
明るく元気、ユーモア

リハビリテーション
マネジメント力

地域の他職種とチーム連携・協業
でき、自立支援、QOL向上、重度化
予防、心身機能、活動、参加の
向上を図るために必要となる能力

リハ・アセスメントスキル
デザイン思考、実行力
自律性、創造性、即興力
ネットワーク、リスク管理

自己成長力

スキル、知識の向上を怠らず、

成長に向けて不足部分を継続的
に補うための具体的な行動を

自ら行い続ける能力

課題発見・分析力
前向きさ、謙虚さ、内省力

キャリアデザイン
情報収集・編集力

2014年策定,2018,2020年改訂



聴く/話す力・技術

⑴クライアントセンタードアプローチ
→共感できること
→無条件に肯定、尊重すること
→自己一致、自分でいること

⑵コーチング
→リフレーミング（オウム返し）、ミラーリング、
ペーシングでラポール形成を図り、語りを
引き出す人間関係を作る

→互いのストロークで“聴く・話す”双方向の関係性を作る

⑶対話（ダイアローグ）
→テーマを決めて自由なムードで“私は～”と意見交換をする
→背景にある価値観、世界観、ストーリーを共有し他者理解、
自己理解に近づける

⑷ナラティブアプローチ
→自分のことのように物語りに入り込む
→自分らしさを探索してもらう
→コトバを待つこと
→想いを溢れ出させる

チャレンジングなことに行動・実践する力
⑴ポジティブアプローチ
→個々の価値や強みに焦点。それらを拡大させ
内側から出てくる“ありたい状態”を共有し、
実行・仮説検証できる仕組みをつくる

→個々のパフォーマンスを高める関わり

⑵ギャップアプローチ
→従来のリハアプローチと同様
→不足、低下、出来ないことに焦点
→それらを高める関わり

⑶リハマネジメント力・ブリコラージュ力
→評価、スキル、知識、情報量・質、リスクマネジメント、即興力等

⑷リスクテイキング
→まずやってみなはれ精神（リスクヘッジ・マネジメントのもと） 

⑸環境作り
→一緒になってチャレンジできること
→良い職場創り
→フレデリクソンの法則
→周囲の人を巻き込む働きかけ

心意気マインド、心構え、あり方
⑴ストレングスモデル

→強みを発見し、活かす視点

⑵エンパワメントアプローチ
→利用者さまも自分も”らしく”いられること →お互いに成長出来る関係性

⑶人間力
→前向き、謙虚、明るく元気、根気強さ、ユーモア、責任感… →当事者意識を持てること →内省、自己学習できること

心意気コアコンピタンス
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